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（訂正）「平成28年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 当社は、平成28年２月12日に開示いたしました「平成28年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一

部を訂正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．訂正の内容と理由 

 訂正の内容と理由につきましては、別途、平成30年７月20日付「過年度の決算短信等の訂正及び有価証券報告書等

の訂正報告書提出に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。 

 

２．訂正箇所 

 訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから訂正事項については、訂正

後のみ全文を記載しております。 

 

以 上
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四半期決算補足説明資料作成の有無：有  
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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 7,362 △3.8 △113 － △323 － △705 － 

27年３月期第３四半期 7,654 △8.8 △1,142 － △2,267 － △2,809 － 
 
（注）包括利益 28年３月期第３四半期 △646 百万円 （－％）   27年３月期第３四半期 △2,857 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第３四半期 △10.36 － 

27年３月期第３四半期 △43.06 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第３四半期 6,705 2,896 34.0 33.49 

27年３月期 8,284 3,547 36.2 44.09 
 
（参考）自己資本 28年３月期第３四半期 2,279 百万円   27年３月期 3,000 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

28年３月期 － 0.00 －    

28年３月期（予想）       0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 
  売上高 営業利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 

通期 13,100 9.9 50 － 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）                        、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注） 詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計

上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期３Ｑ 69,223,516 株 27年３月期 69,223,516 株 

②  期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 1,157,332 株 27年３月期 1,157,332 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 68,066,184 株 27年３月期３Ｑ 65,232,729 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短

信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは完了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する

一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因によって異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同期と比べ292,189千円（3.8％）減少し、7,362,619千円（前

年同期は7,654,809千円）となりました。「放送」と「技術」は増収となりましたが、「ネットワーク営業」が減収

となったこと等により、売上高は減少いたしました。 

 営業損益は、113,720千円の損失（前年同期は1,142,656千円の営業損失）となりました。主に「コンテンツ」「ス

タジオ」においてコスト構造の見直しを行い収益が改善されたこと及び前年同期に行った「コンテンツ」でのたな卸

資産の評価減がなかったこと等が要因となり、営業損失は大幅に縮小いたしました。 

 経常損益は、323,593千円の損失（前年同期は2,267,769千円の経常損失）となりました。営業損失の縮小に加え、

前年同期に行った、Gクラスタ・グローバル株式会社の株式に係るのれんの減損処理が発生しなかったこと等によ

り、経常損失は縮小いたしました。 

 親会社株主に帰属する四半期純損益は、705,342千円の損失（前年同期は2,809,215千円の四半期純損失）となりま

した。貸倒引当金繰入額を計上したことや非支配株主に帰属する四半期純利益が増加したことに加え、子会社におい

て税金費用を計上したことが影響いたしました。 

 

（平成27年12月31日現在） 

セグメントの 

名称 
事業内容 主な業務の内容 主な関係会社 

コンテンツ 

ホームエンタテインメント 

・クラウドゲーム事業 

 ・クラウドゲーム機「G-cluster」の販売及びクラウドゲーム

サービスの提供 

 ・通信事業者へのクラウドゲームプラットフォーム提供及び 

ゲーム事業者へのクラウドゲーム機能提供 

 ・インタラクティブシステム「T's TVクラウド」の提供 

Gクラスタ・グローバル㈱ 

Oy Gamecluster Ltd. 

G-cluster,Inc. 

（注）１ 

映像サービス 
・マルチデバイス向け映像配信サービス 

 「クランクイン！ビデオ」の提供 （注）３ 
ハリウッドチャンネル㈱ 

モバイルサービス 

・モバイルサイト「ハリウッドチャンネル」等、複数サイトの 

 企画・運営 

・スマートフォンサイト「クランクイン！」等の企画・運営 

ハリウッドチャンネル㈱ 

教育サービス 

・イーラーニングシステムを利用した単位制・通信制高校 

 「ルネサンス高等学校」「ルネサンス豊田高等学校」 

 「ルネサンス大阪高等学校」の運営 

・科学検定委員会の運営 

ルネサンス・アカデミー㈱ 

放送 釣り専門チャンネル 

・衛星基幹放送事業「釣りビジョン」の番組制作、放送及び、 

 ケーブルテレビ局等への番組供給 

・映像の受託制作 

㈱釣りビジョン 

スタジオ 

制作事業 
・日本語字幕制作、日本語吹替制作、文字放送字幕制作、 

 番組宣伝制作 
ブロードメディア・ 

スタジオ㈱ 番組販売事業 ・ハリウッド映画等のテレビ局への供給 

映画配給事業 ・劇場映画の配給、DVD/Blu-rayの発売、テレビ放映権の販売 

技術 

CDNサービス ・コンテンツを最適な形で配信するCDNサービスの提供 CDNソリューションズ㈱ 

デジタルシネマサービス 

・ブロードメディア®CDN for theaterの提供、及び上映システム

の設計・販売及びレンタル 
― 

・映画館へデジタル機材の導入を推進する配給・興行向け 

 VPFサービスの提供 
デジタルシネマ倶楽部㈱ 

その他サービス 
・ホテルの客室、会議室へのインターネットサービスの提供、 

 機器の監視及び保守サービスの提供 
ルーネット・システムズ㈱ 
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セグメントの 

名称 
事業内容 主な業務の内容 主な関係会社 

ネットワーク

営業 
各種サービスの販売代理 

・ISPサービスの販売 ― 

・携帯電話サービスの取扱い ― 

・ブロードバンド回線販売 ― 

その他 （注）２ 

・中国における、釣り番組のコンサルティング、釣りポータル 

 サイトの運営、釣り関連商品の販売、釣り大会の運営等 
湖南快楽垂釣発展有限公司 

・全テレビ番組録画機の企画・製造・販売、及びテレビ番組 

 ソーシャルサービスの運営 
ガラポン㈱ 

 (注) １ Gクラスタ・グローバル㈱、Oy Gamecluster Ltd.及びG-cluster,Inc.は持分法適用関連会社であるため、そ

の業績は報告セグメントにおける「コンテンツ」セグメントには含まれておりません。 

    ２ 「その他」に含まれる事業は、全て持分法適用関連会社における事業であるため、報告セグメントには含ま

れておりません。 

    ３ 「クランクイン！ビデオ」は、「T's TV レンタルビデオ」と「ドラMAXアリーナ」を統合し、第２四半期連

結累計期間よりリニューアルオープンいたしました。 

 

当第３四半期連結累計期間における各セグメントごとの売上高及び営業損益の概況は、以下のとおりです。 

 

①コンテンツ 

 「コンテンツ」セグメントは、ホームエンタテインメント、映像サービス、モバイルサービス、教育サービス及び

その他サービスで構成されており、クラウドゲームサービス等の提供、マルチデバイス向けの動画配信、モバイル向

けのコンテンツ配信及び広域通信制高校に至るまでの広範な事業を行っております。 

 売上高は、前年同期と比べ16,401千円（1.1％）減少し、1,520,340千円（前年同期は1,536,742千円）となりまし

た。クラウドゲーム事業ではスマートフォン・タブレット向けのクラウドゲームアプリの売上高が増加しましたが、

教育サービスにおいて、入学生徒数は増加したものの、スクーリング期間の短縮や大阪校における生徒単価が低いこ

と等が影響し、セグメントでは前年同期と同水準となりました。 

 営業損益は、157,355千円の営業損失（前年同期は984,090千円の営業損失）となりました。教育サービスにおいて

拠点の整理統合等により費用を削減したことや、クラウドゲーム事業において広告宣伝費等を見直したことに加え、

前年同期に計上したゲーム機等の端末在庫や番組勘定の評価損が発生しなかったこと等により損失は縮小いたしまし

た。 

 

②放送 

 「放送」セグメントは、釣り専門番組「釣りビジョン」の制作、並びにBS・CS放送及びケーブルテレビ局等あての

番組供給事業を行っております。 

 売上高は、前年同期と比べ57,512千円（2.5％）増加し、2,395,997千円（前年同期は2,338,485千円）、営業利益

は183,958千円（前年同期は209,362千円）となりました。 

 「BS釣りビジョン」の視聴料収入が堅調に推移していることが主な要因となり、売上高は増加しましたが、外注費

の増加により営業利益は前年同期と同水準となりました。 

 

③スタジオ 

 「スタジオ」セグメントは、映画やドラマ等の映像作品の調達、日本語字幕・吹替制作から、その作品の配給、販

売を行っております。 

 売上高は、前年同期と比べ22,072千円（1.2％）減少し、1,864,690千円（前年同期は1,886,762千円）となりまし

た。番組販売事業は、テレビ局向け番組販売が増加しましたが、制作事業は、受注が増加したものの、今期より計上

方法を変更したことにより前年同期と同水準で推移いたしました。一方で、映画配給事業はビデオ販売等が減少した

ことが影響し、セグメントでは若干の減収となりました。 

 営業損益は、31,041千円の営業損失（前年同期は240,876千円の営業損失）となりました。番組販売事業の増収や

制作事業での原価率の改善に加え、映画配給事業での広告宣伝費等の削減、及び全社的な固定費削減効果により損失

は縮小いたしました。 
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④技術 

 「技術」セグメントは、デジタルシネマサービス及び「ブロードメディア®CDN」等のCDN（コンテンツ・デリバリ

ー・ネットワーク）サービス及びホテルの客室、会議室へのインターネットサービスの提供を行っております。 

 売上高は、前年同期と比べ132,412千円（12.8％）増加し、1,165,206千円（前年同期は1,032,793千円）、営業利

益は53,857千円（前年同期は23,705千円）となりました。子会社のCDNサービスやデジタルシネマサービスにおける

映画館への配信が堅調に推移したことに加え、ホテル向けインターネットサービスの提供が増加したこと等が主な要

因となり、増収増益となりました。 

 

⑤ネットワーク営業 

 「ネットワーク営業」セグメントは、ISPサービスや携帯電話サービス、ブロードバンド回線等の販売代理店とし

て、通信回線販売業者等の事業者を通じて販売活動を行っております。 

 売上高は、前年同期と比べ443,640千円（51.6％）減少し、416,383千円（前年同期は860,024千円）、営業損益

は、163,139千円の営業損失（前年同期は150,756千円の営業損失）となりました。解約引当率は低下しているもの

の、ISPサービスの販売は減少が続いていることから減収となり、営業損失は増加しました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

（イ）資産

 流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ1,224,597

千円減少し、3,886,788千円となりました。固定資産は、リース資産や投資有価証券が減少したこと及び、貸倒引

当金が増加したこと等により前連結会計年度末に比べ354,392千円減少し、2,818,666千円となりました。これらの

結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ1,578,989千円減少し、6,705,455千円となりました。 

 

（ロ）負債

 流動負債は、短期借入金や前受金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ769,700千円減少し、

2,283,454千円となりました。固定負債は、長期リース債務が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ

158,338千円減少し、1,525,846千円となりました。これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ928,038

千円減少し、3,809,301千円となりました。 

 

（ハ）純資産

 当第３四半期連結累計期間において、親会社に帰属する四半期純損失705,342千円を計上したこと等により、純

資産合計は、前連結会計年度末に比べ650,951千円減少し、2,896,153千円となりました。これにより、自己資本比

率は34.0％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,115,237千円減

少し、1,282,334千円となりました。 

 

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、マイナス332,012千円（前年同期はマイナス593,250千円）となりまし

た。税金等調整前四半期純損失562,426千円を計上しましたが、これには支出の伴わない減価償却費375,496千円や

貸倒引当金の増加額205,143千円が含まれております。また、仕入債務や前受金が減少したこと等により、営業活

動によるキャッシュ・フローはマイナスとなりました。 

 

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、マイナス328,028千円（前年同期はマイナス650,641千円）となりまし

た。投資有価証券の売却による収入があった一方で、貸付や固定資産の取得に支出しました。 

 

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済や借入金の返済があったこと等により、マイナス

455,188千円（前年同期はマイナス322,381千円）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年５月１日の決算発表時に公表した通期の連結業績に変更はありません。

 

※ 上記の業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に

基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因に

よって異なる可能性があります。特に、クラウドゲーム事業の状況によって大きく変動する可能性があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58―２項(4)、連結会計基準第44―５項(4)及び事業

分離等会計基準第57―４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,397,571 1,282,334 

受取手形及び売掛金 1,305,435 1,133,914 

商品及び製品 56,686 13,858 

仕掛品 104,693 160,993 

原材料及び貯蔵品 20,236 15,884 

番組勘定 998,390 951,069 

その他 231,763 332,603 

貸倒引当金 △3,391 △3,868 

流動資産合計 5,111,386 3,886,788 

固定資産    

有形固定資産    

リース資産（純額） 1,304,163 1,122,284 

その他（純額） 297,997 314,742 

有形固定資産合計 1,602,160 1,437,027 

無形固定資産    

のれん 48,854 41,813 

その他 367,776 300,208 

無形固定資産合計 416,631 342,022 

投資その他の資産    

投資有価証券 656,526 575,486 

長期貸付金 615,803 767,052 

その他 926,503 946,311 

貸倒引当金 △1,044,566 △1,249,232 

投資その他の資産合計 1,154,266 1,039,617 

固定資産合計 3,173,058 2,818,666 

資産合計 8,284,445 6,705,455 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 423,550 359,576 

短期借入金 450,000 222,000 

未払法人税等 123,315 66,200 

賞与引当金 118,069 50,143 

その他 1,938,220 1,585,534 

流動負債合計 3,053,155 2,283,454 

固定負債    

役員退職慰労引当金 97,083 106,333 

退職給付に係る負債 115,385 131,199 

リース債務 1,205,892 1,000,830 

その他 265,824 287,483 

固定負債合計 1,684,185 1,525,846 

負債合計 4,737,340 3,809,301 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,932,496 2,932,496 

資本剰余金 2,589,903 2,589,903 

利益剰余金 △2,413,947 △3,119,290 

自己株式 △175,245 △175,245 

株主資本合計 2,933,206 2,227,863 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △307 △3,245 

為替換算調整勘定 68,098 55,227 

その他の包括利益累計額合計 67,791 51,981 

新株予約権 4,475 250 

非支配株主持分 541,632 616,058 

純資産合計 3,547,105 2,896,153 

負債純資産合計 8,284,445 6,705,455 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 7,654,809 7,362,619 

売上原価 5,818,353 4,699,399 

売上総利益 1,836,455 2,663,220 

販売費及び一般管理費 2,979,111 2,776,940 

営業損失（△） △1,142,656 △113,720 

営業外収益    

受取利息 5,896 15,147 

受取配当金 1,900 1,420 

その他 9,211 13,239 

営業外収益合計 17,008 29,808 

営業外費用    

支払利息 87,788 75,623 

持分法による投資損失 1,001,797 141,756 

その他 52,535 22,300 

営業外費用合計 1,142,121 239,681 

経常損失（△） △2,267,769 △323,593 

特別利益    

CDN契約譲渡益 169,129 - 

新株予約権戻入益 - 4,225 

特別利益合計 169,129 4,225 

特別損失    

投資有価証券評価損 26,190 2,383 

貸倒引当金繰入額 541,346 199,336 

減損損失 38,560 41,338 

特別損失合計 606,096 243,057 

税金等調整前四半期純損失（△） △2,704,736 △562,426 

法人税、住民税及び事業税 134,331 126,404 

法人税等調整額 23,787 △57,914 

法人税等合計 158,118 68,490 

四半期純損失（△） △2,862,854 △630,916 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△53,638 74,426 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,809,215 △705,342 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △2,862,854 △630,916 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △12,936 △2,938 

持分法適用会社に対する持分相当額 18,291 △12,871 

その他の包括利益合計 5,355 △15,809 

四半期包括利益 △2,857,498 △646,726 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,803,860 △721,152 

非支配株主に係る四半期包括利益 △53,638 74,426 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △2,704,736 △562,426 

減価償却費 353,861 375,496 

減損損失 38,560 41,338 

のれん償却額 25,915 7,040 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 548,268 205,143 

賞与引当金の増減額（△は減少） △68,252 △67,925 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,833 9,249 

受取利息及び受取配当金 △7,796 △16,568 

支払利息 87,788 75,623 

持分法による投資損益（△は益） 1,001,797 141,756 

投資有価証券評価損益（△は益） 26,190 2,383 

新株予約権戻入益 － △4,225 

CDN契約譲渡損益（△は益） △169,129 － 

売上債権の増減額（△は増加） △78,726 171,520 

たな卸資産の増減額（△は増加） 690,105 38,201 

仕入債務の増減額（△は減少） △85,789 △63,321 

未払又は未収消費税等の増減額 149,316 △118,654 

その他の資産・負債の増減額 △287,988 △285,135 

その他 30,103 24,205 

小計 △441,678 △26,295 

利息及び配当金の受取額 6,714 11,059 

利息の支払額 △88,096 △75,144 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 109 △193,545 

その他 △70,298 △48,087 

営業活動によるキャッシュ・フロー △593,250 △332,012 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △194,533 △150,591 

投資有価証券の売却による収入 255 50,240 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△29,643 － 

出資金の回収による収入 21,193 36,560 

貸付けによる支出 △652,650 △330,000 

貸付金の回収による収入 22,400 11,250 

CDN契約譲渡による収入 169,129 － 

その他 13,207 54,513 

投資活動によるキャッシュ・フロー △650,641 △328,028 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △214,000 △228,000 

セール・アンド・リースバックによる収入 6,969 5,065 

リース債務の返済による支出 △230,204 △232,211 

自己株式の売却による収入 106,750 － 

新株予約権の発行による収入 8,700 － 

配当金の支払額 △595 △42 

財務活動によるキャッシュ・フロー △322,381 △455,188 

現金及び現金同等物に係る換算差額 79 △7 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,566,193 △1,115,237 

現金及び現金同等物の期首残高 2,747,895 2,397,571 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,181,701 1,282,334 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 

  コンテンツ 放送 スタジオ 技術 ネットワーク 
営業 

売上高 1,536,742 2,338,485 1,886,762 1,032,793 860,024 7,654,809 

セグメント利益又は損失（△） △984,090 209,362 △240,876 23,705 △150,756 △1,142,656 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項）

 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書の営業損失に計上した額は一致してお

り、記載すべき事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「コンテンツ」及び「技術」セグメントにおける事業用資産について、減損損失を認識致しました。なお、当該

減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においてそれぞれ37,752千円及び807千円であります。 

（のれんの金額の重要な変動）

 「技術」セグメントにおいて、ルーネット・システムズ㈱の株式を取得したことにより、同社を連結子会社とし

ました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては30,150千円であります。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 

  コンテンツ 放送 スタジオ 技術 
ネットワーク 

営業 

売上高 1,520,340 2,395,997 1,864,690 1,165,206 416,383 7,362,619 

セグメント利益又は損失（△） △157,355 183,958 △31,041 53,857 △163,139 △113,720 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書の営業損失に計上した額は一致してお

り、記載すべき事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「コンテンツ」における事業用資産について、減損損失を認識致しました。なお、当該減損損失の計上額は、当

第３四半期連結累計期間において41,338千円であります。 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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